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メ，努力し続けるということである。だから間
接的に信用している，ということになる。その
子が変わるだろうと信じる。でも，やっぱり表
向きというか，直接的には信用できないと思い
ながら，なおかつ理解しようと努力し続ける，
最後までやめない，それが大事なことだと思
う。そういうものが前提にないと，この時期の
子供の教育というのは，たぶん不可能だと思わ
れる。
　改めてそこまで考えたうえで，最後に，これ
はあちこちで繰り返し言っていることなのだ
が，新しい学習指導要領の，これからの学校教
育の一つのポイントは，この認め合う集団を作
る。これは今まで，先ほどコミュニケーション
能力が子供たちに欠けてきている，核家族化や
少子化その他いろんな条件が影響していて，こ
ういう集団的な交わりというか，交流経験とい
うのが減ってきたから，一定の規模をもつ学校
でしか集団が形成できなくなっている。それな
ら学校での集団というものをうまく活用してほ
しいということ。
　もう一つは，活用型の学習。探究的な学習に
最終的には持っていきたいのだけど，従来の総
合的学習などでやっている探究的な活動が，教
科の勉強とつながっていない。教科で習得した
技能や知識を使って学習していないじゃない
か，という批判を受ける。そこで中教審で議論
した結果，真ん中につなぐ活動を入れよう，と。
それがこの活用型の学習なのである。だから，
習得した知識，技能を活用するという基礎経験
を，ならし運転的に与えて，それをやっておけ
ば，探究的な活動のときに，子供は自分で主体
的に，そういう知識技能を使うだろうというこ
と。これが活用型の学習導入のカギになるわけ
である。
　２点目は，学校という公教育のこと。私は公
教育と私教育を分けてほしいと言っている。中
教審でこういうことを言っても，なかなかスッ
と理解されていかない。しかし，えてしてこれ
をごちゃごちゃに混ぜたまま，平気で教育論だ
から自由に言わせろ，という人は，中教審に
行っても居られたり，かつての教育再生会議の
委員の方々にもいた。公教育と私教育は明らか
に違うわけで，この点ははっきりと区別してほ
しい。自分の教育論，つまり自由勝手に息子や
娘を教育する教育論を持ってきて，学校でもこ
れやれ，あれやれというのはまったく見当違
い。学校というのは，法律の元でちゃんと，一
定の枠組みの中でやっている仕事。そういう意
味では，先生方は自由にやっていないはずであ
る。検定教科書もあれば法律もあり，免許状も
あるという，公的な制度の枠の中でやっている
わけで，そのことをもし認めたくなければ，
きっぱり教師を辞めなければならない。もっと
自由にやりたいなら，本当に自分の娘や息子の
ように教育したいなら，まさにその自由さが私
教育の特徴であるから私塾を開く。本当は吉田
松陰が松下村塾でやったのは，まさに自由な私
教育だったからである。よく吉田松陰の教育が
良かったということを，明治以降，日本の教育
のモデルみたいに言うけれど，あれは私教育だ
から自由なことができた。公教育だったらでき
ない。明治５年につくった公教育はどうなのか。
国が求める人材しかつくっていないではない
か。時代を超える，ああいう人材，坂本竜馬そ
の他，時代を超える人材をつくるのは，私教育
がやれることなのである。この点は，やはり
はっきりと意識していただきたい。だから今の
私教育はほとんど，家庭教育はダメになってい
るし，地域もダメで，企業内教育もダメになっ
ている。いわゆる予備校や私塾などはまさに私
教育なのであるが，これはみな公教育の補完し
かやっていない。本当は私塾などは，そういう
新しい自由な，時代を超える人材を作ることが
可能な制度，仕組みなのだから，それを活用し
なければいけない。そういうことを言って私は，
予備校や私塾をやる人にはっぱをかけているの
だけれど，でも意識の高い人，例えば，大阪大
学の総長だった鷲田清一氏は，自分で私塾を始
めた。これはずばり，彼は，まったく時代を超
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える人材を育てたいからといっている。予備校
などと違う完全な私塾として，10人， 15人の子
供を集めるということをやりだした。そういう
方向が今後は望ましいと思う。
　あとは，これはもう私の基本的な構えで，最
初に申し上げた，「医師は人間の生物的生命を，
弁護士は人間の社会的生命を，教師は人間の精
神的生命を扱う，高度な専門的職業だ」という
こと。それだけ難しい職業なので，やはり一定
の社会的尊敬が前提にならないといけない。あ
んな先生に教えられてもダメだよとバカにされ
ている先生に，子供が効果的に教育されるはず
がないのである。この点が非常に重要なことで
あり，いま教師へのバッシングが多いけれど
も，こういうバッシングを受けていて，本当に
先生方は，私からすると，本来の教育機能を発
揮できなくて困っていると思う。社会的雰囲気
がちょっと違うだけで，もっとずっと大きな機
能，役割を果たせるのである。この点はやはり，
これは文科省の３代ぐらい前の事務次官の銭谷
眞美という方が言われたが，ＯＥＣＤの学力調
査や国際学力調査で上位に来ている国は，ほと
んどすべて教師の社会的評価が高い国だと。確
かにそうである。私はかなり相関が高いと見て
いる。そういう意味では，この部分はやっぱり
大事なことである。そういう，いわば，尊敬を
受けられるような資質，能力，資格というのを，
教師はやはり持っていなければいけない。それ
を尊敬されるべき能力あるいは品格としてぜひ
意識して，これからの力をつけていっていただ
きたいというふうに思っている。
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